
菌根菌は農耕地や自然生態系で、植物の生育に重要な役割を果たしていま
す。菌は植物にリン酸などの養分を輸送し、植物は菌に光合成産物を供給す
ることにより、共生系が成り立ちます。農薬や肥料の投入を最小限にする環
境保全的かつ持続的な農林業技術の確立が求められています。本研究室では
農作物の生産や熱帯林の再生において菌根共生系を利用することを目指して
います。

我が国はリン酸質肥料の原料であるリン鉱石を100%輸入しており、リン
鉱石の枯渇へ対応した植物の低リン耐性の改良や有機態リン酸のリサイクル
技術の確立が求められています。
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